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第16回 グリーンコープ
地域運動交流集会

託送料金訴訟 記者会見

イチオシ！ エコシュリンプ

連合会・共同体委員会紹介③
共同体組織委員会

別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載

８

７

４・５

６

「賠償負担金」と「廃炉円滑化負担金」を
経済産業省令によって託送料金に上乗せすることは

違法であることを、裁判で問うていきます
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
所
づ
く
り
と
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

で
ん
き
」
の
共
同
購
入
事
業
を
す
す
め
る
中
、
電
気
の
小
売
事
業
者
が
電
線
の
使
用
料
と

し
て
大
手
電
力
会
社
に
支
払
う
「
託
送
料
金
」
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
９
月
４
日
、
原
発
に
か
か
る
「
賠
償
負
担
金
」
と
「
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
」

を
託
送
料
金
に
上
乗
せ
し
て
回
収
す
る
こ
と
が
、
国
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
経
済
産

業
省
令
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
１
日
よ
り
徴
収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
15
日
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
こ
の
事
実
の
違
法
性
を
問
う
た
め
に
、
国
を
相
手
に

提
訴
し
ま
し
た
。
訴
訟
を
と
お
し
て
広
く
社
会
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
提
訴
当
日
に
行
っ
た
記
者
会
見
の
様
子
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

10月15日午後、訴状を届けるため、弁護団とともに福岡地方裁判所に向かう組合員

　

私
た
ち
・
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
は
、「
人
間
の
生
命
と
原

発
は
共
存
で
き
な
い
こ
と
」

を
強
く
意
識
し
、
心
か
ら
原

発
の
な
い
社
会
を
実
現
し
た

い
と
願
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
行
う

電
気
事
業
は
、
電
気
を
使
う

人
が
主
体
と
な
っ
た
事
業
で

あ
り
、
経
済
優
先
で
は
な
く
、

生
命
に
寄
り
添
っ
た
事
業
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
視
点
で
事
業

を
行
う
中
、
２
０
１
６
年
９

月
８
日
の
新
聞
で
「
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
費

用
や
事
故
の
賠
償
費
用
を
、

電
力
の
自
由
化
以
降
に
事
業

を
は
じ
め
た
新
電
力
事
業
者

に
も
負
担
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
趣
旨
の
内
容
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
報
道
に
よ
っ

て
、
新
電
力
事
業
者
が
大
手

電
力
会
社
に
「
託
送
料
金
」

を
支
払
う
と
い
う
仕
組
み
が

あ
る
こ
と
、
経
済
産
業
省
が

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
電
線

使
用
料
と
は
全
く
関
係
な
い

「
賠
償
負
担
金
」
と
「
廃
炉
円

滑
化
負
担
金
」
を
託
送
料
金

に
上
乗
せ
す
る
こ
と
を
決
め

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
食
べ
も
の
の

中
味
を
確
か
め
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
電
気
料
金
の
仕
組

み
や
託
送
料
金
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
本
来
電
線
使
用
料
で
あ

る
は
ず
の
託
送
料
金
の
中
に

原
発
に
由
来
す
る
経
費
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
、

電
気
に
関
し
て
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
ま
り
に
多
く
、

本
当
は
電
気
を
使
っ
て
い
る

者
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き

こ
と
な
の
に
知
ら
な
い
で
過

ご
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に

呆
然
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

は
ち
ゃ
ん
と
知
り
た
い
と
考

え
、
３
年
を
か
け
て
、
九

州
・
中
国
・
関
西
エ
リ
ア
の

約
40
万
人
の
組
合
員
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
検
討
し
、
こ
の
た
び
訴

訟
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
、
経
済

産
業
省
や
旧
一
般
電
気
事
業

者
（
大
手
電
力
会
社
）
に
お

願
い
や
お
問
い
合
わ
せ
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の

思
い
が
通
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
残
さ
れ
た

手
段
と
し
て
の
訴
訟
で
あ
る

こ
と
を
、
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
訴
訟
の
背
景
に
は
、

私
た
ち
組
合
員
の
原
子
力
発

電
所
に
対
す
る
た
く
さ
ん
の

問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。「
原

発
の
電
気
は
安
い
と
し
な
が

ら
、
な
ぜ
原
発
の
費
用
を
電

線
使
用
料
に
含
め
る
の
だ
ろ

う
か
」「
二
つ
の
負
担
金
の

託
送
料
金
へ
の
上
乗
せ
は
、

原
発
を
擁
護
す
る
策
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
な
ど
で
す
。

こ
う
し
た
電
気
を
利
用
す
る

生
活
者
の
純
粋
な
疑
問
を
解

決
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

届
か
な
か
っ
た

国
民
と
し
て
の
思
い

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
こ

れ
ま
で
３
年
以
上
を
か
け
て

託
送
料
金
問
題
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
12
日
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
共
同
体
は
臨
時
社

員
総
会
を
開
催
し
、
こ
の
問

題
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る

た
め
、
国
と
大
手
電
力
会
社

を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
す
こ

と
も
辞
さ
な
い
こ
と
を
可
決
。

そ
の
後
も
経
済
産
業
省
と
大

手
電
力
会
社
に
、
何
と
か
上

乗
せ
を
思
い
止
ま
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
要
請
を
続
け
ま

し
た
が
、
思
い
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

原
発
の
問
題
を
多
く
の
人
が

自
分
ご
と
と
し
て

考
え
る
き
っ
か
け
に

　

10
月
15
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
心
配
さ

れ
る
中
、
対
策
を
講
じ
て
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く

お
か
の
組
合
員
を
中
心
に
、

総
勢
50
人
が
福
岡
地
方
裁
判

所
前
の
公
園
に
集
結
し
ま
し

た
。
訴
訟
に
向
か
う
意
気
込

み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
横
断
幕

を
掲
げ
な
が
ら
、
訴
状
を
届

け
る
た
め
に
福
岡
地
方
裁
判

所
に
向
か
い
ま
し
た
。
当
日

午
後
、
訴
状
は
裁
判
所
に
無

事
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
訴
後
に
行
っ
た
記
者
会

見
に
は
多
く
の
報
道
機
関
が

詰
め
か
け
、
張
り
詰
め
た
空

気
の
中
、
原
告
と
弁
護
団
が

会
見
に
臨
み
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き

の
熊
野
会
長
は
、
会
見
の
冒

頭
、
国
民
が
気
づ
か
な
い
間

に
原
発
や
大
手
電
力
会
社
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
事
実
を
明

ら
か
に
し
、
原
発
の
こ
と
に

つ
い
て
多
く
の
人
が
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
た
い
と
力
強

く
訴
え
ま
し
た
。

６面に関連記事を掲載

（一社）グリーンコープ共同体
代表理事

（一社）グリーンコープでんき
会長

熊野 千恵美さん

電
気
を
利
用
す
る
生
活
者
と
し
て
、

事
実
を
知
り
、
疑
問
を
解
決
し
た
い

い
の
ち

「託送料金訴訟」を支えていくために
多くの賛同者を募ります

賛助会員の申し込み方法
①分割払い 毎月の商品代金と一緒に引

き落とし

1295 「託送料金訴訟を支える会」
賛助会員
年会費1口 3,000円
（毎月250円の分割払い）

②一括払い お申し込みいただいた月の商
品代金と一緒に引き落とし

1296 「託送料金訴訟を支える会」
賛助会員
年会費1口 1,000円
（一括払い）

託送料金を問う－原発のない社会をめざして(その6）

※

各
省
の
大
臣
が
所
管
の
行
政
事
務
に
つ
い
て
発
す
る
命
令

※

（1）  第 434 号  （2020 年 12月 1日）
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みどりの地球を
みどりのままで
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グリーンコープ生協ふくおか
中部地域 理事長
木室 裕子

　新型コロナウイルスが出現して半年以上。
すっかり新しい日常が身についてきたこの頃で
ある。新型コロナが流行りだした頃に「コロナ
からの手紙」というものを見た。地球は人間
に囁いたが耳を貸さなかった。話したけど聞か
なかった。叫んだが耳を塞いだ。そしてコロナ
は生まれた。というような内容だ。これを読ん
だ時に本当にその通りだと思った。経済活動が
ストップした後、川には魚が戻り、大気汚染は
軽減した。これまで人間はどれだけ地球を汚し
てきたのだろう。地球温暖化が進み、台風は
巨大化し、世界各地では山火事が多発してい
る。私達の生活をひと昔前に戻してもよいので
はないだろうか。今以上に便利な生活を求める
必要はあるのだろうか。そんなことを考えなが
らＵＮ→ＤＯを通して我が家の生活を見直して
いる。

9月に実施した「ゲノム編集食品
に関するアンケート」に、たくさ
んの回答が寄せられました。ご
協力ありがとうございました。
最終回答枚数は、69,198枚、
回収率は23.91％でした。アン
ケート結果を報告します。

アンケートの目的とねらい

アンケート結果

　食べものを守るという観点から、農作物の源である種子の問
題「種苗法の改定」について、グリーンコープでは強い懸念を
抱いています。現在国会で審議されているこの問題について、
みんなで注目し、考えていきましょう。

　様々なご意見をいただきました。各生協で集約し、今後の活
動に活かしていく予定です。

みんなの声を集めて、これからも「ゲノム編集食品」と
「種苗法改定」反対の運動を力強く進めていきましょう！

ホームページの「共生の時代」アーカイ
ブで種子をめぐる問題についての記事を
掲載しています。

　

日
本
は
、
世
界
最
大
の
遺
伝
子
組
み
換
え
（
以
下
、

Ｇ
Ｍ
）
作
物
の
輸
入
国
で
す
。
食
用
油
や
飼
料
の
原
料

と
し
て
輸
入
し
て
い
る
ナ
タ
ネ
や
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
大
半
が
Ｇ
Ｍ
作
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の

港
に
輸
入
さ
れ
た
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
が
、
輸
送
途
中
に
こ
ぼ

れ
落
ち
て
自
生
し
、
Ｇ
Ｍ
汚
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
２
０
０
５
年
か
ら
毎
年
、
自

生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全

国
各
地
で
も
遺
伝
子
組
み
換
え
に
反
対
す
る
生
協
な
ど

の
団
体
が
、
調
査
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
の
調

査
報
告
会
と
全
国
の
報
告
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
報
告
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
16
年
目
を
迎
え
た
調
査
は
、
14

生
協
が
参
加
し
、
２
３
４
ヵ
所
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
つ
の
エ
リ

ア
で
遺
伝
子
組
み
換
え
の
陽
性
反
応
を

示
す
ナ
タ
ネ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
当
日
は
、
抜
き
取
り
活
動
の

様
子
の
ほ
か
、
Ｇ
Ｍ
作
物
飛
散
防
止
の

取
り
組
み
や
、
学
校
給
食
に
Ｇ
Ｍ
作
物

を
使
わ
な
い
よ
う
行
政
な
ど
に
要
望
を

届
け
る
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら

な
い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
代
表
の
天
笠

啓
祐
さ
ん
の
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

2020年度 グリーンコープ自生ＧＭナタネ汚染調査報告会 9月28日 オンライン報告会 主催：グリーンコープ共同体

　

兵
庫
県
に
は
輸
入
ナ
タ
ネ
の
水
揚
げ
日
本

一
の
神
戸
港
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
自
生
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
採
取
し
た
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
５
検

体
中
２
検
体
に
、
バ
ス
タ
耐
性
の
陽
性
反
応

が
出
ま
し
た
。
以
前
の
検
査
で
陽
性
が
出
た
、

神
戸
市
の
同
じ
場
所
で
採
取
し
た
２
検
体
は

ど
ち
ら
も
陽
性
で
し
た
。
油
脂
製
造
工
場
周

辺
以
外
で
も
、
運
搬
中
の
ナ
タ
ネ
の
こ
ぼ
れ

落
ち
な
ど
に
よ
り
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
他
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
植
物

と
の
交
配
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
自
生
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
は
で
き
る
限
り
、
抜
き
取
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
神
戸
市
以
外
の

地
域
の
調
査
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
遺
伝
子
組
み
換

え
の
問
題
が
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

ひょうご

　

今
年
度
は
41
ヵ
所
で
抜

き
取
っ
た
検
体
の
中
か
ら
、

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
耐
性
が

３
本
、
バ
ス
タ
耐
性
が
12

本
の
陽
性
反
応
が
出
ま
し

た
。
貴
重
な
遺
伝
子
組
み

換
え
で
な
い（
ｎ
ｏ
ｎ‐

Ｇ

Ｍ
）ナ
タ
ネ
を
栽
培
し
て

い
る
遠
賀
町
の
隣
の
水
巻

町
で
も
、
初
め
て
陽
性
反

応
が
出
ま
し
た
。

　

九
州
で
唯
一
の
輸
入
ナ

タ
ネ
の
水
揚
げ
港
で
あ
る

博
多
港
の
箱
崎
ふ
頭
で
は
、

毎
年
陽
性
反
応
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
４
月
に
は
、

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今

年
度
も
熊
本
県
と
県
内
市
町

村
に
対
し
て
「
遺
伝
子
組
み

換
え
ナ
タ
ネ
の
定
期
的
な
監

視
、
調
査
、
飛
散
防
止
の
た

め
の
指
導
」
と
「
学
校
給
食

へ
の
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

不
使
用
」
を
求
め
る
署
名
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨

年
署
名
を
届
け
た
時
に
菊
池

市
か
ら
は
、
学
校
給
食
の
食

用
油
を
、ｎ
ｏ
ｎ‐

Ｇ
Ｍ
Ｏ
の

ナ
タ
ネ
油
へ
切
り
替
え
て
い

く
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
天
草
市
か
ら
も
「
学

校
給
食
物
資
納
入
に
つ
い
て
、

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を
使

用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
受

け
付
け
な
い
」
と
、
嬉
し
い

返
答
が
届
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
行
政
と
情
報
を
共
有
し
、

連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

県
道
７
２
２
号
線
沿
い
に

自
生
し
た
ナ
タ
ネ

抜き取ったナタネ

昨年、アースデイ（地球環境について考
える記念日）から父の日までを、ｎｏｎ
‐ＧＭＯ強化月間と位置づけることを
確認。たくさんの方が考えるきっかけと
なるよう、遺伝子組み換え反対運動の
ポスターをふくおかで作成しました。

ワーカーズ19名で2642本
の自生ナタネを抜き取りまし
た。

「ラウンドアップ」「バスタ」は共に除草剤。遺伝子組み換
えにより、これらの除草剤に耐性を持つナタネはこの検査
で陽性反応を示す。

2020年の調査について、全国の団体から報告が
ありました。グリーンコープの調査結果について
は、グリーンコープ生協おかやまの飯村理事長が報
告しました。

輸入ナタネのこぼれ落ちによって道路沿い
に自生したナタネ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
教
訓

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
拡
大
は
、
中
国
で
の

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ワ
ク
チ
ン
開
発
中

に
ウ
イ
ル
ス
が
変
化
し
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
バ
イ
オ
ハ
ザ

ー
ド
だ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

　
遺
伝
子
組
み
換
え
や
ゲ
ノ

ム
編
集
に
も
ウ
イ
ル
ス
と
バ

ク
テ
リ
ア
（
細
菌
）
が
利
用

さ
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
の
操

作
は
、
地
球
上
に
無
い
ウ
イ

ル
ス
や
バ
ク
テ
リ
ア
を
つ
く

り
出
し
、
生
態
系
を
壊
す
危

険
性
が
あ
る
。

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を

一
番
食
べ
て
い
る
日
本
人

　
１
９
９
０
年
代
に
登
場
し

た
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物（
Ｇ

Ｍ
Ｏ
）
栽
培
は
、
20
年
程
の

間
に
米
国
を
は
じ
め
世
界
中

に
広
が
っ
た
。
日
本
は
世
界

一
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
消
費
大
国
。
ナ

タ
ネ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大

豆
な
ど
、
食
用
油
の
原
料
や

家
畜
の
飼
料
の
ほ
と
ん
ど
は

Ｇ
Ｍ
Ｏ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
遺
伝
子
組
み
換
え
に
よ
り

自
然
界
に
存
在
し
な
い
生
物

を
つ
く
り
出
し
た
こ
と
は
、

私
た
ち
の
健
康
や
地
球
環
境

を
脅
か
す
大
き
な
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
き
た
。

生
態
系
を
破
壊

　
除
草
剤
に
耐
性
が
あ
る
Ｇ

Ｍ
Ｏ
の
畑
で
大
量
の
除
草
剤

が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
除
草
剤
を
使
っ
て
も
枯

れ
な
い
雑
草
が
出
現
。
ま
た
、

殺
虫
性
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
食
べ
て

も
死
な
な
い
害
虫
も
現
れ
た
。

　

国
内
で
も
自
生
し
た
Ｇ
Ｍ

ナ
タ
ネ
が
同
じ
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
植
物
と
交
雑
し
て
、
Ｇ
Ｍ

Ｏ
の
雑
草
も
現
れ
て
い
る
。

食
の
安
全
を
脅
か
す

　

動
物
実
験
に
よ
り
、
Ｇ
Ｍ

Ｏ
は
発
が
ん
性
が
あ
り
、
子

や
孫
な
ど
世
代
を
超
え
て
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
、

生
殖
や
出
産
へ
の
影
響
、
肝

臓
や
腎
臓
の
障
害
、寿
命
の
短

縮
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

発
が
ん
物
質

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の
脅
威

　
除
草
剤
耐
性
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
拡

大
に
よ
り
使
用
が
激
増
し
た
、

除
草
剤
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の

主
成
分
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
に
は

発
が
ん
性
が
あ
る
こ
と
を
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
の

国
際
が
ん
研
究
機
関
も
認
め

て
い
る
。
神
経
毒
性
、
生
殖

や
出
産
へ
の
影
響
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
発
達
障
が
い
の
増
加

も
指
摘
さ
れ
、
次
世
代
へ
も

影
響
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
米
国
で
は
調
査
し
た

９
割
以
上
の
人
の
尿
か
ら
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
て

お
り
、
汚
染
が
深
刻
化
し
て

い
る
。

　
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
を
主
成
分

と
す
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
な

ど
の
除
草
剤
は
、
農
業
以
外

に
も
、
公
園
や
ゴ
ル
フ
場
な

ど
一
般
に
広
く
使
わ
れ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本

政
府
は
、
２
０
１
７
年
に
食

品
の
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
残
留
基

準
値
を
緩
和
し
た
。
人
体
へ

の
影
響
が
ま
す
ま
す
危
惧
さ

れ
る
。

生
命
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

遺
伝
子
を
壊
す

　
多
く
の
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
Ｇ
Ｍ
Ｏ
に
代
わ
り
、

研
究
・
開
発
の
中
心
は
、
遺

伝
子
操
作
が
よ
り
容
易
な
ゲ

ノ
ム
編
集
に
移
行
し
て
い
る
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
切
断
し
て
遺
伝
子
を
壊

す
技
術
。
成
長
を
抑
制
す
る

遺
伝
子
を
壊
し
て
巨
大
に
成

長
さ
せ
た
家
畜
や
魚
の
開
発

が
世
界
中
で
進
ん
で
い
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
除
草
剤

耐
性
ナ
タ
ネ
や
高
オ
レ
イ
ン

酸
大
豆
も
、
米
国
で
既
に
市

場
に
出
て
い
る
。
日
本
政
府

は
２
０
１
９
年
10
月
に
ゲ
ノ

ム
編
集
食
品
の
輸
入
を
解
禁

し
た
。
今
後
ナ
タ
ネ
や
大
豆

か
ら
輸
入
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
。

　
遺
伝
子
を
壊
す
こ
と
は
、

複
雑
な
体
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
か
き
乱
す
こ
と
に
な
る
。

意
図
し
な
い
遺
伝
子
を
壊
す

オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
頻
発
し

て
お
り
、
様
々
な
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
ゲ
ノ
ム

編
集
は
、
生
命
を
も
て
あ
そ

ぶ
技
術
と
言
え
る
。

企
業
に
よ
る
食
料
支
配

　

遺
伝
子
組
み
換
え
や
ゲ
ノ

ム
編
集
の
開
発
特
許
を
持
つ

企
業
は
、
農
作
物
の
種
子
を

も
支
配
す
る
構
造
が
あ
る
。

種
子
を
支
配
す
る
企
業
は
、

世
界
の
食
料
全
体
を
支
配
す

る
よ
う
に
な
る
。
ゲ
ノ
ム
編

集
の
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒｰ

Ｃ
ａ
ｓ

と
い
う
技
術
は
、
特
許
の
大

半
を
一
部
の
多
国
籍
企
業
が

掌
握
し
て
お
り
、
世
界
で
は

特
許
紛
争
や
種
子
企
業
の
買

収
・
合
併
が
激
化
し
て
い
る
。

日
本
の
種
子
企
業
が
買
収
さ

れ
、
国
内
で
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
が
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

・
Ｇ
Ｍ
Ｏ
や
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
を
拒
否
し
よ
う
。

・
Ｇ
Ｍ
Ｏ
や
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
は
食
品
表
示
で
は
分
か

ら
な
い
。
出
所
の
確
か
な

生
協
な
ど
の
商
品
を
利
用

し
よ
う
。

・
鉄
道
会
社
や
道
路
公
団
に

除
草
剤
を
使
わ
な
い
よ
う

働
き
か
け
よ
う
。

・
既
存
の
種
子
を
守
ろ
う
。

・
政
府
に
規
制
を
、
自
治
体

に
独
自
の
条
例
を
つ
く
る

よ
う
働
き
か
け
よ
う
。

・
学
校
給
食
に
Ｇ
Ｍ
Ｏ
、
ゲ

ノ
ム
編
集
食
品
を
使
わ
な

い
よ
う
求
め
よ
う
。

遺
伝
子
組
み
換
え
・
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
・
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の
現
状

講
師
：
天
笠
啓
祐
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

代
表
）

―

食
の
安
全
・
人
体
へ
の
影
響
を
中
心
に
考
え
る―

天笠啓祐さん

※

１ 
２
０
０
２
年
に
中
国
広
東
省
を
起

源
と
し
世
界
的
規
模
で
集
団
発
生

し
た
重
症
呼
吸
器
疾
患
。
ワ
ク
チ

ン
は
未
だ
で
き
て
い
な
い
。

※

２ 

遺
伝
子
組
み
換
え
や
ゲ
ノ
ム
編
集

な
ど
に
よ
っ
て
本
来
生
態
系
に
存

在
し
な
い
有
害
な
ウ
イ
ル
ス
や
バ

ク
テ
リ
ア
が
生
み
出
さ
れ
、
実
験

室
な
ど
か
ら
外
部
へ
漏
れ
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
被
害
が
広
が
る
こ
と
。

※

３ 

２
０
１
５
年
米
国
デ
ト
ッ
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査

判断不可
2
0

0
0
0

0
1
0

0
0

0
0
0

1
4

バスタ
0
2

0
0
0

0
0
12

0
0

0
0
0

0
14

ラウンドアップ
0
0

0
0
0

0
0
3

0
0

0
0
0

0
3

調査
箇所数

15
5

2
5
8

8
15
41

5
4

85
19
12

10
234

調査した
生協名

おおさか
ひょうご

とっとり
（島根）
おかやま

ひろしま
やまぐち
ふくおか

さが
（長崎）

くまもと
おおいた
かごしま

みやざき
合計

1次検査で反応が出た検体
2020年度 自生ＧＭナタネ汚染調査結果

検体
総数

ラウンドアップ
耐性

バスタ
耐性 両耐性2020年

GMナタネ
自生全国調査
結果

主催：食と農から生物多様性を考える市民ネットワーク（食農市民ネット）
遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン

2020年
ＧＭナタネ自生調査 全国報告会

756 7 42 0

10月15日 オンラインで実施

福
岡
地
域
の
ワ
ー
カ
ー
ズ

が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
互
い

の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
自

生
ナ
タ
ネ
の
抜
き
取
り
作

業
を
し
ま
し
た
。
全
部
で

２
６
４
２
本
の
ナ
タ
ネ
を

抜
き
取
り
、
輸
送
途
中
で

い
か
に
多
く
の
種
が
こ
ぼ

れ
落
ち
て
い
る
の
か
が
分

か
り
ま
し
た
。
交
通
量
の

多
い
国
道
の
中
央
分
離
帯

に
自
生
す
る
ナ
タ
ネ
に
つ

い
て
は
、
抜
き
取
り
を
行

政
に
要
請
し
、
除
草
作
業

を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

※

３

※

１

※

２

くまもと

ふくおか

い
の
ち

　今回のアンケートを通して、多くの人にゲノム編集技術
について知ってもらうきっかけにしたいと考えました。
またその結果を広く公表し、食品メーカーにもお届けして
さらにゲノム編集食品の流通や開発を阻止する運動に
つなげていきます。

2020年6月号 2020年8月号

※

１ 

除
草
剤

※
１

※
２

※

２ 

除
草
剤

ゲノム編集食品
に関するアンケート

Q1. ゲノム編集技術（遺伝子の働きを壊す技術）が
登場していることをご存じでしたか。

知っていた

知らなかった

34.98％

65.01％

知って
いた

34.98％

知っている
18.79％
知っている
18.79％

知ら
なかった
65.01％

わからない
16.13％

Q2. ゲノム編集食品を
あなたは食べたいと思いますか。

食べたい

食べたくない

わからない

1.28％

82.57％

16.13％
食べたく
ない

82.57％

食べたい
1.28％

Q3. 種苗法の改定の内容をご存じですか。

Q4. 食にまつわることで、
気になることがあればご記入ください。

知っている

知らない

18.79％

81.20％知らない
81.20％

拡がる自生遺伝子組み  換えナタネ汚染
現状を知り、私たちの 暮らしを守ろう！結果報告

 （2020 年 12月 1日）  第 434 号  （2）共 生 の 時 代（3）  第 434 号  （2020 年 12 月 1 日） 共 生 の 時 代



　社会福祉法人グリーンコープでは、前
理事長の宇都宮陽子さんの辞任に伴い、
11月４日に行われた第十八期第９回理事
会にて、福岡理事長の三原幸子さんを、
全員一致で理事長に選任しました。
　前理事長に引き続き、組合員が社会福
祉法人グリーンコープの理事長を担うこ
とになります。

社会福祉法人グリーンコープ
では、理事長の辞任に伴い、
新理事長が確認されました。

が
と
う
」
と
い
う
組
合
員
か

ら
の
声
に
励
ま
さ
れ
、
が
ん

ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

く
ま
も
と
の
企
業
組
合
ワ

ー
カ
ー
ズ
マ
ミ
ー
は
、
令
和

２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
支
援

活
動
に
取
り
組
み
、
球
磨
川

流
域
の
被
災
者
に
毎
週
土
曜

日
に
お
弁
当
を
届
け
て
い
ま

す
。
あ
る
組
合
員
か
ら
「
人

吉
に
あ
る
実
家
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
片
づ
け

を
し
て
い
た
ら
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
お
弁
当
が
届
き
、

感
動
し
て
涙
が
出
ま
し
た
」

と
、
う
れ
し
い
電
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

福
祉
の
現
場
か
ら

　

く
ま
も
と
の
福
祉
ワ
ー
カ

ー
ズ
、
労
働
協
同
組
合
た
す

け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
ひ
と
つ

か
ら
も
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
災
害
当
時
の
様
子
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
利
用
者
の
こ
と
を
最

優
先
に
考
え
て
、
安
否
確
認

を
行
っ
た
こ
と
や
、
支
援
を

す
る
際
に
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
な
い
、
さ
せ

「
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
こ
ど
も
基
金
」
の
設
立

に
向
け
て

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ

く
お
か
中
部
地
域
で
は
、
子

ど
も
支
援
の
様
子
に
つ
い
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
学
校
の
朝
食
支
援
が

止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

考
え
て
、
パ
ン
な
ど
を
提
供

し
て
食
べ
て
も
ら
っ
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
学

生
や
留
学
生
の
た
め
に
、
大

学
な
ど
で
も
食
料
支
援
を
し

て
い
ま
す
」
と
報
告
し
ま
し

た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ひ

ょ
う
ご
か
ら
は
、
オ
ー
ル
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
取
り
組
み

と
し
て
子
ど
も
支
援
の
財
源

と
な
る
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

こ
ど
も
基
金
」
の
設
立
に
向

け
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。
基
金
の
名

称
や
、
そ
の
財
源
と
し
て
一

部
の
商
品
へ
の
課
金
を
検
討

し
た
こ
と
や
、「
ま
だ
具
体
的

な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

な
い
生
協
で
も
、
子
ど
も
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
、
前
向
き
に
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

思
い
を
話
し
ま
し
た
。

い
の
ち
を
つ
な
ぐ

「
か
さ
じ
ぞ
う
基
金
」

　
「
か
さ
じ
ぞ
う
基
金
」
は
、

生
活
再
生
相
談
室
を
訪
れ
る

相
談
者
に
緊
急
の
生
活
資
金

を
お
貸
し
で
き
る
よ
う
に
創

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
生
活
に
困
窮
す
る
方

が
増
え
生
活
再
生
相
談
室
へ

の
相
談
が
急
増
す
る
中
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お

か
生
活
再
生
相
談
室
で
は
、

新
た
に
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
た

め
の
「
か
さ
じ
ぞ
う
基
金
」

を
設
け
ま
し
た
。
初
め
て
チ

ラ
シ
で
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
、

延
べ
５
０
０
０
人
以
上
の
組

合
員
か
ら
４
０
０
万
円
以
上

の
カ
ン
パ
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ふ
く
お
か
北
九
州
地
域

の
組
合
員
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け

た
い
と
い
う
組
合
員
の
思
い

と
、
目
の
前
で
困
っ
て
い
る

人
に
希
望
を
与
え
た
い
と
い

う
相
談
員
の
思
い
が
合
わ
さ

り
、
カ
ン
パ
に
つ
な
が
り
ま

し
た
」
と
思
い
を
伝
え
ま
し

た
。

　

南
地
域
か
ら
は
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
時
の
大
牟

田
支
部
の
様
子
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
７
月
６
日
か
ら
７

日
に
か
け
て
、
観
測
史
上
最

大
の
降
水
量
を
記
録
。
組
合

員
に
何
と
か
商
品
を
届
け
よ

う
と
配
達
に
出
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
道
路
が
冠

水
し
、
ワ
ー
カ
ー
同
士
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
、
全
員

が
無
事
に
支
部
に
戻
っ
た
の

は
午
後
８
時
過
ぎ
で
し
た
。

翌
日
も
冠
水
は
続
き
、
組
合

員
へ
商
品
と
支
援
物
資
の
タ

オ
ル
が
届
け
ら
れ
た
の
は
３

日
後
で
し
た
。

お
店
の
現
場
か
ら

　

ふ
く
お
か
の
企
業
組
合
ワ

ー
カ
ー
ズ
遊
か
ら
は
、
店
舗

で
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
組
合
員
が

安
心
し
て
ワ
ー
カ
ー
と
会
話

し
な
が
ら
商
品
を
購
入
で
き

る
よ
う
に
、
レ
ジ
前
に
透
明

シ
ー
ト
を
設
置
。
レ
ジ
周
り

の
消
毒
を
徹
底
し
、
お
金
の

や
り
取
り
は
ト
レ
ー
で
行
う

な
ど
の
配
慮
を
し
ま
し
た
。

「
お
店
を
開
け
て
く
れ
て
あ
り

共
同
購
入
の
現
場
か
ら

　

一
般
社
団
法
人
共
同
購
入

ワ
ー
カ
ー
ズ
連
合
ふ
く
お
か

か
ら
は
、
地
域
ご
と
に
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
九
州
地
域
・
中
部
地
域

か
ら
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

検
温
、
消
毒
を
徹
底
し
て
商

品
を
届
け
て
い
る
様
子
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
マ
ス

ク
着
用
で
の
作
業
が
続
き
、

猛
暑
の
中
、
ど
の
よ
う
に
暑

さ
を
乗
り
切
る
か
が
課
題
で
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
な

が
ら
配
達
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
様

子
を
知
っ
て
、
組
合
員
か
ら

手
作
り
マ
ス
ク
が
届
け
ら
れ

た
時
は
、
感
激
し
た
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

福
岡
地
域
は
、
今
年
４
月

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
な
状

況
の
生
花
業
界
に
協
力
し
よ

う
と
、
福
岡
市
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
だ
「
一
人
一
花
運

動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え

た
組
合
員
に
少
し
で
も
い
ろ

ど
り
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
、
商
品
の
配
達
時
に

無
償
で
花
を
届
け
ま
し
た
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
バ
ナ
ナ
の

現
状
と
生
産
者
と
の
出
会
い

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
の
バ
ナ
ナ
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
起
こ
っ
て
い
る
問

題
を
知
り
、
生
産
者
と
交
流

す
る
た
め
、
２
０
２
０
年
１

月
31
日
か
ら
２
月
５
日
に
、

組
合
員
が
訪
問
・
視
察
し
ま

し
た
。

　

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
、
日

本
の
大
企
業
に
よ
る
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ナ
ナ
畑
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
農
薬
が
大
量
に
使
用
さ
れ

て
い
る
現
状
を
間
近
に
見
て
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く

お
か
理
事
長
の
三
原
幸
子
さ

ん
は
、「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
人
々

は
、
健
康
被
害
や
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
影
響
が
な
い
か
不

安
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
大

企
業
に
土
地
を
貸
し
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
て
収

入
を
得
て
い
る
の
で
、
簡
単

に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や

め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た

ち
は
子
ど
も
た
ち
を
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
か
せ
た
く

な
い
と
言
わ
れ
、
ど
こ
に
い

て
も
子
を
思
う
母
親
の
思
い

は
同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
組
合
員
に

伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

共
同
体
代
表
理
事
の
熊
野

千
恵
美
さ
ん
は
、「
訪
問
し
た

ツ
ピ
・
バ
ナ
ナ
生
産
者
協
会

（
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｇ
Ａ
）
で
は
、
有

機
農
業
と
持
続
可
能
な
農
業

に
よ
っ
て
、
生
産
者
が
自
立

し
、
平
和
と
団
結
を
つ
く
る

こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
バ
ナ
ナ
の
病
気
に
は
、

商
品
に
な
ら
な
い
バ
ナ
ナ
で

作
っ
た
酵
素
ス
プ
レ
ー
を
噴

霧
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鶏

糞
を
使
用
し
て
土
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
、
生
産

者
と
交
流
し
た
様
子
を
報
告

し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
仲
間
の
現
状

　

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ 

（
オ
ル
タ
ー
・

ト
レ
ー
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

社
）
と
、Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｆ 

（
食
料
主

権
の
た
め
の
オ
ル
タ
ー
・
ト

レ
ー
ド・
フ
ィ
リ
ピ
ン
財
団
）、

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ 

（
パ
レ
ス
チ
ナ
農

業
復
興
委
員
会
）
か
ら
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
暮
ら
し
や
活
動

に
制
限
が
あ
る
中
、
活
動
に

取
り
組
む
様
子
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
に
あ
る
無
料

の
学
校
ア
ル
・
カ
イ
ー
ル 

ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、
今
年
の
夏

に
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
被
災

者
へ
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
の
家
族
へ
の
食

糧
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
は
９
月
に
８
ヵ
月
ぶ

り
に
パ
キ
ス
タ
ン
へ
衣
類
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

共
同
体
顧
問
の
金
起
燮
さ

ん
が
、
自
著
「
生
命
の
『
社

会
的
経
済
』〜
幸
福
に
向
か

う
共
生
の
道
の
り
〜
」
の
出

版
に
触
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
断
た
れ
た
面
も

あ
り
ま
す
が
、
空
間
の
制
約

を
超
え
人
と
人
が
つ
な
が
る

世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。
今
回
ア
ジ
ア

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
た
こ
と

は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
今

後
も
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
を
深

め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

集
会
に
参
加
し
た
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。
金
さ
ん
の
本
の

編
集
委
員
を
務
め
た
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か
の

組
合
員
は
、「
こ
の
本
を
読
む

こ
と
で
、
今
や
、
こ
れ
か
ら

を
ど
う
生
き
て
い
く
か
、
見

出
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
、
書
籍
を
紹
介
し

ま
し
た
。

の
間
に
発
生
し
た
災
害
の
被

災
地
に
い
ち
早
く
入
り
、
第

三
の
主
体
と
し
て
考
え
行
動

を
展
開
し
た
様
子
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ふ
く
お
か
の
職
員
か
ら
は
、

「
被
災
地
の
状
況
を
多
く
の
人

た
ち
が
共
有
し
、
組
織
と
し

て
、
女
と
し
て
男
と
し
て
何

が
で
き
る
か
、
検
討
材
料
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
職
員

の
役
割
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
報
告
。
ま
た
、
お
お

い
た
の
職
員
は
発
災
直
後
の

セ
ン
タ
ー
に
３
日
間
泊
ま
り

込
み
、
組
合
員
の
商
品
を
守

り
、
業
務
を
円
滑
に
行
え
る

よ
う
に
し
た
様
子
を
報
告
し

ま
し
た
。
く
ま
も
と
の
職
員

か
ら
は
、「
災
害
を
通
し
て
、

目
の
前
に
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
助
け
る
と
い
う
、
当

た
り
前
の
こ
と
を
し
っ
か
り

で
き
る
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と

し
て
の
職
員
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
職
員
は
組
合
員

の
財
産
を
守
る
た
め
に
存
在

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
報
告
し
ま
し
た
。

仲
間
と
し
て
話
し
合
い
、
支

え
合
い
な
が
ら
連
携
し
て
き

た
様
子
を
伝
え
ま
し
た
。
今

後
も
業
務
の
幅
を
広
げ
、
委

託
業
務
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

福
祉
ワ
ー
カ
ー
ズ
委
員
会

か
ら
は
、
様
々
な
業
務
を
担

っ
て
い
る
各
県
の
ワ
ー
カ
ー

ズ
か
ら
活
き
活
き
と
し
た

日
々
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

共
済
ワ
ー
カ
ー
ズ
委
員
会

か
ら
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

で
働
く
全
て
の
ワ
ー
カ
ー
が

安
心
し
て
仕
事
が
継
続
で
き

る
よ
う
に
、
ワ
ー
カ
ー
同
士

の
助
け
合
い
を
大
切
に
考
え

て
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
互
助
会
連

合
会
み
ら
い
」
が
で
き
た
経

緯
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
し

た
。
男
性
の
ワ
ー
カ
ー
も
増

え
、
働
き
方
が
広
が
り
、
共

に
助
け
合
う
職
場
づ
く
り
が

す
す
ん
で
い
ま
す
。

組
合
員
、
ワ
ー
カ
ー
に
続
く

第
三
の
主
体
と
し
て
の

職
員
の
活
動

　

ふ
く
お
か
、
お
お
い
た
、

く
ま
も
と
の
職
員
か
ら
、
こ

ワ
ー
カ
ー
ズ
の
働
き
方

　

一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
連
合
会
の
３
つ

の
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

生
協
ワ
ー
カ
ー
ズ
委
員
会

か
ら
は
、
組
合
員
事
務
局
部

会
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
が
、
目
標

数
を
持
っ
た
組
合
員
拡
大
や
、

お
店
で
の
商
品
の
利
用
普
及
、

高
齢
者
が
多
い
買
い
物
困
難

な
地
域
に
移
動
販
売
車
を
走

ら
せ
、
組
合
員
と
共
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
利
用
普
及
に
取
り
組
み
、

自
ら
も
仕
事
の
幅
を
広
げ
て

い
る
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
組
合
員
へ
の
お

誘
い
や
、
主
催
者
と
な
っ
て

キ
ー
プ
＆
シ
ョ
ッ
プ
の
つ
ど

い
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

と
連
合
会
か
ら
業
務
を
受
託

し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク

ス
か
ら
、
所
属
し
て
い
る
ワ

ー
カ
ー
ズ
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
業
務
内
容
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、

な
い
こ
と
」
を
心
掛
け
た
こ

と
、
支
援
物
資
の
ニ
ー
ズ
が

刻
々
と
変
わ
る
中
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
災
害
支
援
セ
ン

タ
ー
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
臨
機
応
変
に
対
応
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
労
働
協
同
組
合
配

食
サ
ー
ビ
ス
パ
セ
リ
は
、
毎

日
食
べ
て
も
飽
き
な
い
よ
う

に
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
災
害

支
援
弁
当
を
作
り
、
被
災
者

に
お
届
け
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
支
援
の
報
告

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く

ま
も
と
県
南
地
域
は
、
豪
雨

災
害
で
甚
大
な
被
害
が
出
た

人
吉
で
、
移
動
販
売
車
「
元

気
カ
ー
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
や
、
何
も
持
た
ず
に

避
難
さ
れ
た
被
災
者
の
た
め

に
、
生
活
応
援
セ
ッ
ト
を
後

で
利
用
で
き
る
よ
う
衣
装
ケ

ー
ス
に
入
れ
て
お
届
け
し
た

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
失
っ
た
も
の
を
元
に
戻
す
の

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
少
し
ず

つ
新
し
い
芽
が
出
る
よ
う
に
、

人
の
優
し
さ
と
し
な
や
か
な

対
応
で
、
ず
っ
と
寄
り
添
っ

て
い
き
た
い
」
と
の
報
告
で

し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ

く
お
か
南
地
域
は
、
浸
水
し

た
大
牟
田
市
の
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル

を
届
け
た
い
と
組
合
員
か
ら

メ
ー
ル
が
あ
り
、
地
域
の
組

合
員
に
呼
び
掛
け
て
集
め
た

70
個
を
超
え
る
ラ
ン
ド
セ
ル

を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
協
お
お
い
た
で
は
、
生
活

応
援
セ
ッ
ト
に
手
書
き
の
お

見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
届
け
ま
し
た
。

社会福祉法人グリーンコープ
理事長
グリーンコープ生協ふくおか
理事長
三原 幸子さん

プランテーションバナナの圃場 民衆交易バナナの圃場

視察した組合員は、農薬でピンク色に染まったプランテーショ
ンの土壌と青々とした民衆交易バナナの圃場の違いに衝撃を
受けました　　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
プ
ア
州
の
カ
カ

オ
・
キ
タ
社
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

カ
カ
オ
の
収
穫
を
続
け
て
い
ま
す
。

写
真
右
は
、
代
表
の
デ
ッ
キ
ー
・
ル

マ
ロ
ペ
ン
さ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
対
策
を
徹
底
し

災
害
を
乗
り
越
え
て
笑
顔
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

支
え
合
う
地
域
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す

元気くんの帯をかけた弁当を被災者にお届けしました

と
も
に
豊
か
な

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

交流は制限されても
私たちはずっと
つながっています

　

10
月
28
日
、
今
年
で
16
回
目
と
な
る
「
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
地
域
運
動
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
心
配
が
な
く
た

く
さ
ん
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
各
地
域
か

ら
約
６
５
０
台
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

約
９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

か
し
て
、
民
衆
交
易
で
つ
な
が
る
ア
ジ
ア
の
国
々
か

ら
も
、
多
く
の
方
々
の
参
加
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
大
切
に
し
て
い
る
「
つ
な
が
り
」

を
改
め
て
確
認
で
き
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
集
会
の
冒
頭
、
実
行
委
員
長

の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
代

表
理
事
の
熊
野
千
恵
美
さ
ん
が
、

「
私
た
ち
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

運
動
を
通
し
て
人
と
つ
な
が
り
、

そ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式

に
則
し
た
活
動
を
す
す
め
て
い

く
中
で
も
、
そ
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
な
が
ら
前

を
向
い
て
す
す
ん
で
い
き
た
い

と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
今
回
は
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
四
つ
の
共

生
、『
自
然
と
人
』『
人
と
人
』『
女

と
男
』『
南
と
北
』
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
様
々
な
運
動
の
広
が

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
集
い
、
活

き
活
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
の
今
を
実
感
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

東日本大震災の支援活動で出会ったお
母さんたちがグリーンコープの商品を
利用したいと、グリーンコープ生協ふ
くしま準備会を立ち上げました。新型
コロナウイルス感染のリスクを避け、
時間を分けて商品の受け取りを行って
います。

い
の
ち

キ
ム 

キ 

ソ
ブ

グリーンコープ生協ふくしま
準備会が発足

 （2020 年 12月 1日）  第 434 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 434 号  （2020 年 12 月 1 日） 共 生 の 時 代




